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第４回 脱炭素に向けた取組 

市民・行政・企業が協働でできることを考えよう 

開催レポート 

 

日時：2023 年 ７月 ８日 （土） 13:30〜17:15 

場所：多摩市役所 
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当日のプログラム 

 

第４回 脱炭素に向けた取組 

市民・行政・企業が協働でできることを考えよう 

 
 

項目 時間(分) 概 要 

開会 13：30 

(５分) 
本日のテーマと進め方のご説明 

投票結果の共有 13：35 

(20 分) 
前回の振り返りと投票結果の共有 

情報提供 13：55 

(30 分) 

脱炭素に向けて 取組を実現させるために 

ゲストティーチャー：金子貴代 先生 

再エネ 100 宣言 RE Action 事務局 

ネットゼロリンク合同会社 代表 

 14：45 休憩 （10 分） 

グループ別 

意見交換 

14：55 

(100 分) 

テーマ：取組アイデアの実現に向けて、市民･行政･企業が協働でで

きること・実現に向けたプロセスを考えよう 

 16：15 休憩 （５分） 

全体共有 16：20 

(40 分) 

各グループから発表 

アイデアをさらに豊かにしよう： 

全体共有されたアイデアに対する感想やより豊かにするアイデア出し 

本日の総評 17：00 

(10 分) 
江守正多先生から総評 

閉会 

終了 17：15 予定 

17：10 次回の説明 

アンケートの記入 
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グループワーク 

のまとめ 

 

各グループの発表 

 

 
 

  

取組アイデアの実現に向けて、市民･行政･企業が 

協働でできること・実現に向けたプロセスを考えよう 
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江守先生からの講評 

全体について 
l 全体的に⾮常に本質的な話になってきた印象。今回は皆さんご⾃⾝の関⼼があるテーマでグルー

プにわかれたのもあったのかなと思いますが、今回はますます突っ込んだ議論になってきたとい
う感じがしています。 

l 全体的に⾔うと、⼀つものすごく⼤事だと思うのは、皆さんここに集まった今回の気候市⺠会議の
参加者の皆さんは、すごくいろいろ学んで議論して考えているわけですけれども、この外にはそう
じゃない市⺠がいっぱいいるわけですよね。⾃分たちが知って考えただけでは意味がなくて、みん
なが変わらなくちゃいけないということを、かなり明確に意識して提案していただいたと思いま
す。 

l それを特にはっきりと⾔っていただいたのが⼤きく⼆つあると思います。⼀つは、教育ですよね。
学び・情報発信のグループから教育のところで、その⼦どもが⼤⼈に教えるとか、⾼校⽣が企業に
インターンに⾏って、何かするとか、そういうインタラクション等をいろいろおっしゃっていただ
いた。これは少し時間がかかりますけれども、教育によってみんな変わっていくっていうのは、⼀
つの重要な経路でそこをはっきりと意識して提案してくださったというふうに、⾮常に良いと思
いました。 

l それからもう⼀つ、別のやり⽅は、これについて⼀番はっきりと⾔ってくださったのは住まい・暮
らし・健康のグループですけれども、義務化をする・ルールを変えるということですよね。それに
よってみんなが今と違う常識が、新しい常識になるということを⾔ってくださって、これも全くそ
うだなと思いました。 

l ⼤きくその教育と、ルールを変えるっていうこと。ここにいない皆が変わっていくということを、
ここから提案していくという、⼤きな考え⽅として⾮常にはっきり述べられたっていうのが僕は
⾮常に素晴らしかったと思います。 

l ルールが変わってみんな常識が変わるという話でいつも⾔ってる話が、タバコの話です。タバコに
関しては、30 年前ぐらいと⽐べて今は常識が変わってるんですよね。昔はどこでもタバコを吸っ
て良いところがすごく多かったんですけれども、今はそれも信じられなくなっていて、それはいろ
んなことが背景にあったと思いますけれども、やはり最終的には健康増進法っていう法律ができ
てルールが変わって、それで児童喫煙の防⽌義務っていうのができて、それで当たり前になった。
昔のこと知ってる⼈に聞くと、昔はあんなにどこでもタバコを吸っていたのが信じられないって
いうふうにおっしゃるわけですよね。 

l それと同じように昔はよくあんなに CO2 を出したねというように、今の常識が昔の常識になって
「よくそんなことしてたな」と思うようになるのではないかと思います。 

l それをぜひ多摩市の提案から仕掛けていって、⽇本に広がっていくということがすごくいいなと
いうふうに思います。 
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各グループの発表について 

l 学び・情報発信：⾼校⽣インターンや場づくりなどの話は⾮常に⾯⽩いと思いました。 

l イノベーション・新技術・研究：研究機関を誘致しようとかいう話はあっても⾯⽩いと思うんです
けれども⼀つ⾯⽩いと思ったのが、市役所に部署をつくるということ。これはすごく良い発想だと
思いました。それができると動くと思うんですよね。これは市⻑も聞いてらっしゃるし、ここで正
式に審議会が提案したら、検討の対象になると思うので、この発想はすごくこのイノベーション以
外のところに関しても、重要なアプローチかなと思いました。 

l ⾷と消費：これは⾮常に⼤きな話なんですけれども、修理ができるように企業は部品を⽤意しなく
ちゃいけないとかですね、そういう情報を公開してほしいとかそのために市⺠のニーズを企業に
伝えていくとか、本当はやはり持続可能性のためには、物を⻑く使えた⽅がいいし、そのためには
修理できてずっと使えた⽅が良い。なんならそのサブスクとかにして、なるべく捨てないで、多く
の⼈が使えた⽅がいいんですけど、今の企業のビジネスモデルとはマッチしてなくて、やっぱり製
造業というのはたくさん売れば売るほど評価される。それで企業価値が上がるっていうのが今ま
での考え⽅だったんですよね。そうじゃないやり⽅で企業が評価され、儲かっていくという仕組み
というのがかなりこれはその企業のマインドセットの⼤転換になるし、⼤きな話だと思うんです
けれどもそれはやっぱり必要だよねっていう声をこういうところから上げていって、本気で企業
に考えてもらうようになるということは⾮常に⼤事かなと思いました。 

l ごみ・資源循環：給⽔所は普通の⽔の給⽔所はある程度やれば広がっていくかなと思います。これ
は鶏と卵で、使う⼈がいればもっと増やしましょうかって話になって増えると使う⼈も増えるっ
ていうことで、ある程度最初に使いたいっていう⼈が多くないとなかなか増えていかないかなと。
その循環をどうやってつくるかみたいな話というのは、あると思います。⽔以外はどうなんでしょ
う。多分炭酸はマイボトルだと運ぶと膨張しちゃうので難しいし、とか何かその辺はいろいろ技術
的な話もあるかと思いますけれども、検討すると⾯⽩いだろうなと思います。 

l 住まい・暮らし・健康：先ほど法律を変えるということを聞いていただいた⾮常に⼤事なのと、団
地の改装は話し合いに時間かかるだろうから公共施設をまず変えてそれをモデルにして、それで
その話し合いを加速するみたいな発想が⾮常に素晴らしい発想だったと思います。 

l エネルギー：⼤事なこと⼤体⾔ってもらえたかなと思いました。進捗確認が⼤事というのはそうで
すよね。この発⾔は⾮常に⾏政に対して⼤きなプレッシャーになると思います。ぜひ気候市⺠会議
で何が実際に⾏政に検討されて、実施に移されたか、それを我々ずっとお持ちしていくというのは
⼤事なんですけれども、さらにそれがちゃんと進捗しているかというのを我々がウォッチしてい
くよということは、とても⼤事ですよね。あと、情報を出してくださいと。それから学校のプール
が最近使われてなくてスイミングプールとかで整備事業をやっているのでしょうか。そこに太陽
光パネルを置いて、防災拠点にしようというコベネフィットという副次的な便益も含めて、提案さ
れてるところが⾮常によかったと思います。 
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l 移動：歩くとか⾃転⾞とかも⼤事なんですけれども、乗り合いという話が出てきて、これはいわゆ
るライドシェアということだと思います。⽇本では UberEatsの⽅がなんか有名かもしれないです
けど、世界的にしばらく前から Uber が乗り合いのアプリで他の国では結構普通に使われていま
す。これは「やろう」という話になると、タクシー業界との調整などが必要になるかもしれないん
ですけれども、その⽅向で真剣に検討するとこれも⾮常に⼤きな重要な議論になるかなと思いま
した。 

 

  



 7 

食・消費グループ 
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他のグループからの意⾒ 

l 企業より先に個⼈が動くことは⼤切だと思った 

l 地産地消は⼤切です 

l ⽣産者のアピールの場を作ったら 

l 地産地消はやっぱり JA のネームバリューが強いので、JA 運営のレストラン（地元の⾷
材）を扱う店とかあるといいですね 

l 地産地消の産について、ここはスケール余地があるのか検討がいるかと思います 

l 地産地消に加えて、⽣産「即」消費で、新鮮な採れたて⾷材が市場で買える仕組み 

l 地産地消をどうするか、農家さんの話では買って⾏く⼈が少ないということですが、その
へんはそうなのか 

l 多摩市なら地産地消が 100%できるということに共感 

l ⻑く使えるものをつくるという考えがとても良いと思いました 

l ウォーターサーバーの設置にはお⾦がかかると思うのですが、そのへんはどうなのです
か 

l 複数つくるのであれば、どのあたりにつくるか 
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ごみ・資源循環 
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他のグループからの意⾒ 

l 紙では⾬に濡れた際にやぶれてしまいます。ではリサイクル 

l プラスチック以外の包装の仕⽅は何があるか？⼀⼈⼀⼈がゴミを出さないようにするに
はどうするべきか 

l プラスチックゴミの量は本当にすごい多い量だね、減らしたいけど 

l ２グループに⾒直すとは、具体的に何を⾒直すのか 

l ⽂化にするというのは良いと思います 

l 脱炭素の取り組みをする企業や NPO を応援し続ける取り組みは⼤事 
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住まい・暮らし・健康 
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他のグループからの意⾒ 

l モデルづくりという⼿順をふむのなら多くの⼈が理解してくれそう 

l モデルづくり賛成！ 

l 多摩ならではの環境のオリジナリティは福祉を絡めたネーミングの⽅が多摩市らしいか
もと思いました 

l コンポスト等でできた堆肥の出⼝戦略(畑がない)を解決することも必要かと思います 
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エネルギー 
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他のグループからの意⾒ 
l 気候市⺠会議を毎年するだけでなく、参加する⼈を増やしたい！ 

l 検証と改善が⼤事というポイントは全テーマ共通するべきと思います！ 

l 4グループに”無理なく楽しく”は⼀番⼤切で良いと思います！PDCA サイクルを常にとい
うのはどの場で⾏いますか？ 

l 省エネを進めよう 

l エネルギー使⽤の⾒える化いいね！ 

l 使っていないプールに⾬⽔を貯めて、貯⽔施設にもできる 

l 全体に使うためにエネルギーはどうするか？どのようにして配るか 

l 前回同じグループの他の⼈の意⾒で、どこかの場所をたくさんふむと発電できるという
アイデアがあってまち中にそういう場所があると良いと思いました 

l 家庭で太陽光エネルギーを使っている事例を紹介 

l 使わないものを有効活⽤できるような仕組みでとても良いなと思いました 
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移動 
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他のグループからの意⾒ 
l 市内を歩くメリットは？脱炭素をおすために（H2O,H2,電気）⾃動⾞を安全に買ったり、

使うには？ 

l ⾃転⾞ルールを細かくしないと、事故が起こってしまうと思う（誰でも乗れてしまうから） 

l ウォークラリーやウォーキングのお知らせをよく⾒ますが、市内のそういうエリア全て
コンプすると何か？がもらえますよとか良いかもです 

l シェアサイクルをもっと普及。坂が多いので電気⾃転⾞で少しだけエネルギー使って 

l ⾞と⾃転⾞の⾛⾏レーンが分けられるとなお良し 

l 楽しく歩けるために「桜」の植樹を進める。「桜」の名所を復活させる 

l ウォーキングと健康を結びつける。多摩市が歩道と⾞道が分かれているところが多くす
ぐできる 

l ⾃転⾞レーンを増やすことに賛成。⾏政の働きかけが重要 

l 多摩市は坂が多く、従来の⾃転⾞では移動するのが⼤変。電動だと CO2 ゼロにはならな
いのでは？⽔素で⾛る⾞は 2050 年頃にはどれだけ普及しているの？ 

l 企業への求めるものはないのか 

l シェアサイクル普及のため、各マンション、団地でステーション設置 
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学び・情報発信 
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他のグループからの意⾒ 
l ⼦ども、⼤⼈を取り混ぜた情報を共有することは⼤切だと思う 

l ⼦どもが⼤⼈に教えるというのが新しくて、良いなと思いました 

l ⼦ども側が⼤⼈に情報発信することは⼤事だと思った 

l アニメーションなども使⽤したら良いのではないか？ 

l 学校は不特定多数の⼈の出⼊りはどうかと思うので、図書館でグループ会議ができると
か公共建物の使い⽅を⾒直したいです 

l 学校で学こと⼤切です 

l 特定の年代に限らずやっていく事は⼤切だと思います 

l 多摩市内のお店のレシートに QRコードつけて情報発信できたりするのもいいですね 

l レシートをもらわない⼈にはどうするのか？商品本体にキャッチコピー等を書いた⽅が
いいのでは 

l 環境教育、啓発、正しい情報、発信、理解が⼤事 
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イノベーション・新技術・研究 
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他のグループからの意⾒ 

l エネルギー分野とも上⼿く連携したいですね 

l NPO をどう探すのか。NPO をどう関わらせていくのか 

l “企業と⾃治体の連携”は地味なので、アプトプットされた場所があるといいかもしれませ
ん 


